
 

  

 

平山
ひらやま

小学校
しょうがっこう

の皆
みな

さんこんにちは。ナミビアの小学校で先生
せんせい

をし 

ている吉野
よ し の

です。今
いま

、ナミビアは雨季
う き

という雨
あめ

の多
おお

い季節
き せ つ

が少しず 

つ終
お

わりに近
ちか

づいている季節なのですが、雨季に入
はい

ってからエロン 

ゴサ小学校でよく見
み

かける虫
むし

がいます。Crickets（クリケット）と 

いう虫です。３歩
ほ

歩
ある

くと１匹
ぴき

見つかるくらいのレベルで大量
たいりょう

発生
はっせい

しています。同僚
どうりょう

の先生曰
いは

く、共食
と も ぐ

いを

して大
おお

きくなっていく虫なのだそうです。学校でも、時々
ときどき

その共食いシーンを見かけます。 

 さて、少
すこ

し前
まえ

の話
はなし

になってしまいますが、今年
こ と し

２月に私
わたし

の勤
つと

めている学校を含
ふく

むオマルルサーキットと

いう地域
ち い き

の算数
さんすう

の先生方
がた

を対象
たいしょう

とした研修会
けんしゅうかい

を行
おこな

いました。ナミビアでは、算数の単元
たんげん

テストや期末
き ま つ

テ

ストの点数
てんすう

が悪
わる

く留年
りゅうねん

する（同じ学年を繰り返す）子供
こ ど も

や、基礎
き そ

が定
てい

着
ちゃく

ていないまま進級したことで学習
がくしゅう

の積
つ

み重
かさ

ねができていない子供が多いです。その背景
はいけい

にある課題
か だ い

として、「シラバス（国
くに

が定
さだ

めたナミビア

の学習の計画書
けいかくしょ

のようなもの）の内容
ないよう

にとらわれ、子供たちのレベルに合
あ

っていない授業
じゅぎょう

やテストが行
おこな

わ

れていること」が挙
あ

げられます。こうした課題の解決
かいけつ

には、子供たちの算数における能力
のうりょく

を正確
せいかく

に測
はか

るこ

とのできるテストの実施と、その分析
ぶんせき

から子供たちの理解度
り か い ど

を把握
は あ く

し、それを授業に反映
はんえい

させることが必要
ひつよう

であると考
かんが

えました。今回
こんかい

は、その研修会の様子
よ う す

について紹介
しょうかい

します。 
 

算数テストに関
かん

する研修会 

 

昨年
さくねん

１月と１１月に、J-MAGPA（JICA Math Global Proficiency Assessment）と呼
よ

ばれる算数学習到達
とうたつ

度

評価
ひょうか

テストをオマルルサーキット内
ない

の各
かく

小学校の７年生
ねんせい

を対象に実施し、１月と１１月のテスト結果を比較
ひ か く

し、どこの学校でどの単元が伸
の

びているか、全体的
ぜんたいてき

に子供
こ ど も

たちが苦手
に が て

としている単元はどこか等
とう

を教育
きょういく

事務所
じ む し ょ

隊員
たいいん

が分析してくださいました。その結果を今回の研修会で先生方に共有
きょうゆう

し、指導法
しどうほう

の提案
ていあん

をした

り、１月から１１月にかけて成績
せいせき

が大幅
おおはば

に上
あ

がった学校の先生に指導法を共有してもらったりしました。 

 

 

 

 

 

  

ナミビア通信
つうしん

 

JICA青年海外協力隊 

2023年度 1次隊 

エロンゴサ小学校 

吉野 葵 

2025年 4月  第 32号 

①J-MAGPAテスト結果
け っ か

報告
ほうこく

 

↑教育事務所隊員によるプレゼンテーション  ↑成績が上がった学校の先生による指導法の共有  

↑Crickets  ↑共食いの様子  



 

 

 

 

 

 

 

 

 この研修会のメインの活動
かつどう

は、様々
さまざま

な学校の算数の先生方で集
あつ

まって４～５人
にん

のクループを組
く

み、子供た

ちの算数に関する能力
のうりょく

をできるだけ正確に測れるテスト（７年生を対象とする）を作成し、実際
じっさい

にそのテ

ストを実施して結果を皆で分析し、今後
こ ん ご

の手立
て だ

てや指導法について意見
い け ん

を交
か

わすことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②テストの作成
さくせい

・実施・分析アクティビティ 

 テストの作成 

実施したテストの分析 

↑テスト作成のための説明
せつめい

  

テストを作
つく

る際
さい

に気
き

を付
つ

けるべきことはたくさんありますが、今回

の研修会では、①問題
もんだい

の意図
い と

の明確化
めいかくか

 ②子供にとって馴染
な じ

みのあ

る言葉
こ と ば

や文章
ぶんしょう

問題のシチュエーションの選択
せんたく

 ③テストの形式
けいしき

の

工夫
く ふ う

 の３つを、気を付けるポイントとして掲
かか

げました。 

↑テスト作成の様子  

③研修会を振
ふ

り返
かえ

って 

↑問題用紙（手書
て が

き段階
だんかい

）  

↑テスト分析方法の説明  

↑グループごとに分析した内容の共有  ↑テスト分析用紙  

問題の意図や、言葉の選択や形式におい

て工夫した点
てん

などを、この用紙に書
か

き込
こ

みながら、問題用紙を作成しました。 

事前
じ ぜ ん

に私の学校で実験
じっけん

的にテストを

実施し、その結果を私がどう分析した

かについて触
ふ

れながら説明しました。 

（この実験テストの結果がなかなか面白
おもしろ

かっ

たので、次号
じ ご う

で紹介したいと思
おも

います。） 

反省
はんせい

点や課題は山
やま

ほどありますが、「テストを作る

上でこんなことを考慮
こうりょ

した」「こんな指導法のアイデ

ィアを知
し

った」などのような、この研修会での経験
けいけん

が、先生方のこれからの教員生活
せいかつ

の中
なか

でいつか活
い

か

される機会
き か い

が来
く

れば嬉
うれ

しいです。 

分析した内容をグルー

プごとにまとめて発表
はっぴょう

してもらい、全体で意見

交換
こうかん

をしました。 

↑テスト作成のポイント確認
かくにん

用紙
よ う し

  


